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会員数（理事会開催日 平成27年9月16日現在）　1,645人（男性：1,041人、女性604人）
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平成27年8月26日（水） 開催

第2回 総務・事業委員会

委員長
田内 久子

副委員長
中村 浩喜

委員
佐藤 幸子

委員
神林 優

委員
早川 美智子

委員
久野 耕司

委員
板橋 久光

委員
岡田 文子

　総務・事業委員会が新体制の8名でスタートしました。
会員の皆様どうぞよろしくお願いいたします。

　報告事項として、既に実施された会員入会促進強化月
間や一斉就業相談事業の結果を踏まえ、今後の取組に向
けて確認と検討を行いました。
　審議事項の女性会員拡大委員会の設置については、10
名の女性会員で構成した委員会で女性会員を増やす取組
を行うこと、就業機会促進強化月間（10月）の設定につ
いては、会員入会促進を含めた取組を戦略的に行うこと、
第15回会員文化祭については、出展者と来場者を増やす
ための企画提案が検討され、それぞれ実施に向けた取組
を行うことを決定しました。そして最後に、中長期計画に
沿った事業を実施し、協力していくことを確認しました。

平成27年9月2日（水） 開催

第2回 安全管理委員会

委員長
寺澤 武

副委員長
丸山 一枝

委員
木下 君子

委員
芦田 茂

委員
小泉 富男

委員
北岡 操

　安全管理委員会が新体制の6名でスタートしました。
会員の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

　既に決定している中長期計画に基づく安全への取組の
確認と、今年度から実施する安全強化月間（10月）につ
いて話合いを行いました。
　今年度から初めて開催する安全大会は、10月9日午前
10時からアクト21地下ホールで行われます。その他、安
全巡回指導も充実を図ります。
　今後も事故ゼロに向けて、積極的な活動を行っていく
ことを委員全員で確認しました。



　9月12日（土）、残暑の厳しい日差しが照りつける中、区立
東尾久運動場において、スケアード・ストレート方式によ
る自転車安全教室が開催され、多くの会員が参加しました。
　スタントマンによる自転車と自動車との衝突事故の再現
は、その迫力の凄さに会場から思わず声があがるほど。
　実演の後、司会者の「ルールを守れば、今度はルールが
自分を守ってくれる。」というお話しに心から納得し、会場
を後にしました。

東京には富士見坂と呼ばれる坂道が多く、荒川
区には日暮里富士見坂があります。天気の良い
日には美しい富士山が眺望でき、沢山の写真愛
好家が訪れます。平成17年に関
東の富士見百景に選定されまし
た。近年、建物の影響で全貌は
見ることができなくなりましたが、
うわさでは“すきま富士”が見え
るようです。探してみては。S

就業会員による就業先での開拓活動や、既に受注して
いる事業所などへの訪問活動を実施すること。さらに、
不動産、建物管理会社などへの専用パンフレット等を
用いた戦略的訪問活動を、実施することに決めました。

編集会員コラム

　当センターの二代目会長とし
て、10年間お務めいただいた
川清太郎様が、去る9月2日、
90歳でご逝去されました。心
からご冥福をお祈りいたします。

今月の１日サロン
10月30日(金)
11月 2日(月)
センター 2階

お立寄りください

小野田さん 渡辺忠男さん 内河幸子さん

開催日

会　場

事務局次長　大野　彰

職 員 紹 介

就業機会促進強化月間（10月）の設定について

早いものでシルバー人材セン
ター（昔は高齢者事業団）に入
社して33年が経ち、趣味も旅行
（ドライブ）のほかにバスケとゴルフが加わりまし
た。けがをするのが心配ですが、会員の皆さんを
見習い、これからも健康で過ごしたいと思います。

理事会だより

　新たな「14名の入会者」と安全意識の向上、事故防止の徹底
を図るための「安全対策基本計画」が承認されました。
　また、「安全強化月間」及び「就業機会促進強化
月間」の活動計画案が審議されました。9月分の事
業実績は、前年度同月と比較して、0.8％減少です。

平成27年度第6回定例理事会（9月16日開催） 川清太郎 元会長
訃報

　「百聞は一見にしかず」
で、事故は突然、不意に
起きるということが実感できた教室
だった。自分だけは大丈夫と思いがち
だが、そうではないということが事故
を目の前にしてよく理解できた。今回
参加できなかった会員の皆さんにも機
会があれば、是非、見ていただきたい。

　自転車に乗って
いる人が車とぶつ
かり、人が飛ばされているとこ
ろが衝撃的だった。自分は気を
つけているつもりでも、常に事
故と隣り合わせでいるというこ
とを忘れてはいけないと思える
貴重な体験をした。

　目の前で本当の
事故のようなこと
が起こり、びっくりした。以前、
自転車に乗っていて怪我をした
ことがある。年齢的なこともあ
るので、以前よりも更に気をつ
けなくてはいけないと改めて
思った。

スケアード・ストレート方式による自転車安全教室


